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○日時 平成30年９月10日 午前10時00分開会 

○場所 委員会室 

○議件 

１．議案第１号 平成30年度網走市一般会計補正 

予算中、所管分 

２．議案第４号 旧網走高校解体工事請負契約の 

締結について 

３. 請願第21号 路線バスの利用の拡充に関する 

請願 

４. 請願第23号 2019年度地方財政の充実・強化 

を求める意見書提出についての 

請願 

５. 請願第24号 2018年度北海道最低賃金改正等 

に関する意見書提出についての 

請願 

６. 陳情第43号  ＬＧＢＴ（性的尐数者）へ憲法 

13条に基づいて立法・行政で最 

大の尊重を求める陳情 

７. 陳情第44号 ＬＧＢＴ（性的尐数者）へ憲法 

13条に基づいて立法・行政で最 

大の尊重を求める陳情        

８. 陳情第48号  性的尐数者（ＬＧＢＴｓ）へ憲 

法13条に基づき立法・行政で最 

大の尊重を求める陳情 

９. 陳情第49号 性的尐数者（ＬＧＢＴｓ）へ憲 

法13条に基づいて立法・行政で 

最大の尊重を求める陳情 

10. 陳情第50号 林業・木材産業の成長産業化に 

向けた施策の充実・強化を求め 

る意見書について 

11. その他 

（１）北海道胆振東部地震に伴う停電について 

（２）秋季視察調査の実施について 

─────────────────────── 
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            渡 部 眞 美 
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─────────────────────── 
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─────────────────────── 

○傍聴議員（６名） 

井 戸 達 也 

栗 田 政 男 

佐々木 玲 子 

田 島 央 一 

平 賀 貴 幸 

山 田 庫司郎 

─────────────────────── 

○説明者 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 農林水産部長     川 合 正 人 

 建設港湾部長    石 川 裕 将 
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○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総 務 議 事 係    早 渕 由 樹 

 

午前10時00分開会 

○金兵智則委員長 おはようございます。 

 ただいまから総務経済委員会を開会いたします。 

 本日の委員会ですが、議案２件、請願３件、陳情

５件の合計10件の審査を、その他として秋季視察調

査の実施について協議をいたします。 

 秋季視察調査につきましては、理事者退席後に行

います。 

 それでは、議案第１号平成30年度網走市一般会計

補正予算中、当委員会所管分のうち、畑作振興対策

事業から説明を求めます。 
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○梅津義則農林課長 議案資料３ページをごらん願

います。 

 平成30年度一般会計農業振興費、畑作構造転換事

業補助金の補正予算について御説明を申し上げま

す。 

 １の補正の理由及び内容につきましては、規模拡

大に対応した競争力のある畑作産地への構造転換に

向けた、農業機械の導入に対する国が実施する畑作

構造転換事業を活用し補助するため、次の経費を追

加補正するものでございます。 

 経費の使途としましては、農業用機械の導入に対

する補助金として415万5,000円を補助いたします。 

 ２の補正額につきましては、歳出・歳入ともに記

載のとおり415万5,000円を追加補正するものであ

り、財源につきましては、全額が道の補助金となっ

てございます。 

 以上で説明を終わります。 

○金兵智則委員長 質疑に入ります。 

○松浦敏司委員 それについては理解したのです

が、前回８団体というような話も伺っているわけで

すけれども、今回は１団体ということですね。 

 ほかの団体で、今後、この種の事業に手を挙げる

というような予定はあるのでしょうか。 

○梅津義則農林課長 前回は８団体の申し込みがあ

りまして、８団体採択されております。 

 今回は１団体の申し込みで、１件の採択となって

いるというところでございますが、今回２次募集が

あって１件の申し込みがあり、それで１件採択され

たという状況でございますが、今、３次募集もきて

おります。手を挙げているところが１件ございます

ので、採択されるかどうかは、今後の道の判断とい

うことになるかと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

では、次に移ります。 

 続きまして、一般会計補正予算中、債務負担行為

の補正、子育て世帯向け住宅の供給に関する協定に

ついて説明を求めます。 

○小原功建築課長 議案第１号の第２表、あわせて

議案資料１ページ資料１号の２、債務負担行為の補

正をごらん願います。 

 議案第１号平成30年度網走市一般会計補正予算の

うち、第２表債務負担行為の補正について御説明い

たします。 

 本件は、子育て世帯向け住宅賃貸支援事業に係る

家賃補助について、債務負担行為の設定を行うもの

でございます。 

 本事業は空き家を活用し、低所得の子育て世帯が

入居する場合、国とあわせ家賃の一部を補助するも

のであり、現在募集開始に向け事務を進めていると

ころでございます。 

 募集する住宅は５戸で、家賃補助の上限は月額戸

当たり４万円となりますことから、年間240万円を

上限に補助を行うものです。 

 今後、住宅の賃貸人と子育て世帯向け住宅の供給

に関する協定の締結を行うこととなりますが、今

回、事業開始に当たり、平成31年度から平成40年度

までの10年間の家賃補助限度額を2,400万円とする

債務負担行為の設定を行うものでございます。 

 以上でございます。 

○金兵智則委員長 質疑に入ります。 

○松浦敏司委員 これについては理解しましたけれ

ども、例えばこの供給する住宅というのは、今後の

見込みとしては、一定数あるというふうな認識でい

るのでしょうか。 

○小原功建築課長 市内には、現在130件ほどの空

き家があるというふうに推計をされておりますけれ

ども、このうち、今回、募集を５件するということ

で、今後、空き家を活用されたいという方に対し

て、個別にもなるかと思うのですが、この事業の制

度について活用させていただきたいことを説明させ

ていただいて、募集をしていこうかというふうに考

えております。 

○松浦敏司委員 空き家といってもいろいろあっ

て、一定程度手を加えなければならない、当然その

ままというふうにはならないと思うのですが、その

辺についてはどのような対応をなさるのでしょう

か。 

○小原功建築課長 空き家につきましては、１年以

上空き家ということで、耐震基準を満たしたもの、

昭和56年６月以降の住宅を対象としております。 

 また、子育て向きに若干の改修を行う場合につき

ましては、この制度とあわせて、本年当初予算にお

いて、改修費を50万円計上させていただいていると

ころでございます。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 低所得の子育て世帯が対象になっ

ているかと思うのですけれども、こういった方たち

への周知はどのようになっているのでしょうか。 

○小原功建築課長 現在のところ、まだお貸しをで
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きる住宅が確保されていない状況ですので、今後そ

れらが集まった時点で、公募により入居者を募集し

たいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 公募による募集というところは、

広報などを使ってということでよろしかったでしょ

うか。 

○小原功建築課長 広報を使ったり、従前の市営住

宅の募集のような形でホームページも活用しながら

ということで考えております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 なければ、ここでお諮りをいたします。 

 議案第１号平成30年度網走市一般会計補正予算

中、当委員会所管分につきましては、全会一致によ

り原案可決すべきものと決定してよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、そのようにさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして、議案第４号旧網走

高校解体工事請負契約の締結について説明を求めま

す。 

○小原功建築課長 議案資料８ページの資料２号を

ごらん願います。 

 議案第４号旧網走高校解体工事の請負契約の締結

について御説明いたします。 

 契約の内容でございますが、入札執行は、平成30

年８月23日に指名競争入札にて実施いたしました。 

 今回、落札業者の北斗・早水特定建設工事共同企

業体と２億7,540万円で契約を行おうとするもので

ございます。 

 工事完了予定日は、平成31年３月29日でございま

す。 

 工事の概要でございますが、契約の目的、工事施

工場所につきましては記載のとおりでございます。 

 工事概要といたしましては、鉄筋コンクリート

造、地上５階地下１階、延べ床面積6,085平方メー

トルの解体工事でございます。 

 なお、９ページに工事箇所図を記載しております

ので、御参照いただきたいと存じます。 

 以上でございます。 

○金兵智則委員長 質疑に入ります。 

○松浦敏司委員 若干伺いたいのですが、今回の入

札に当たっての予定価格と落札率、それから、何社

が指名競争入札に参加したのか、伺います。 

○小原功建築課長 税込みでお答えさせていただき

ますけれども、予定価格が２億8,512万円、落札金

額が税込みで２億7,540万円、落札率は96.59％でご

ざいました。 

 指名につきましては、市内のＡクラスの建築業者

７社により、３組の共同企業体を組んでいただき、

指名をしたところでございます。 

○松浦敏司委員 結構高い落札率なのかなと思うの

ですけれども、大体この程度が一般的だというふう

に捉えてよろしいのでしょうか。 

○小原功建築課長 公共工事におきましては、近年

その労務単価の上昇等もありますし、我々も積算す

る上では、北海道の単価を基準にしておりますの

で、それほどその落札率というのはこの数年変わら

ないのですが、このような95パーセントくらいのと

ころで推移しているといった状況でございます。 

○松浦敏司委員 わかりました。 

 それで、この場所は地図で見てもおわかりのよう

に、結構交通量のあるところですよね。 

 それから、近くには幼稚園もあるということで、

工事に当たっては、そういった十分な配慮、対応が

必要かというふうに思うのですが、その辺ではどの

ような考え方でしょうか。 

○小原功建築課長 歩道に面している部分もござい

ますし、そういった小さなお子さんも通る可能性も

ございますので、工事の実施中については、誘導員

も配置しながら工事を進めたいというふうに考えて

おります。 

○松浦敏司委員 ぜひ事故のないようにお願いした

いと思います。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 参考までなのですけれども、一応

今回３組が入札に参加されたということで、最高額

はどれぐらいだったのでしょうか。 

○小原功建築課長 一番高い額につきましては、税

込みになりますけれども２億7,777万6,000円、率と

しましては、97.42％でございます。 

○永本浩子委員 かなり競っていたということで、

わかりました。ありがとうございます。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 なければ、お諮りをいたします。 

 議案第４号旧網走高校解体工事請負契約の締結に

ついて、全会一致により原案可決すべきものと決定

してよろしいでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

決定をさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 次に、請願の審査を行います。 

 初めに、請願第21号につきましては、３月２日の

当委員会に付託されましたが、請願者より８月29日

付で取下願が提出されておりますので、委員会とし

て請願第21号につきまして、取下承認すべきものと

してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、取下承認すべきものと決定をさせてい

ただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして、請願第23号2019年

度地方財政の充実・強化を求める意見書提出につい

ての請願と、請願第24号2018年度北海道最低賃金改

正等に関する意見書提出についての請願について審

議を行います。 

 この２つの請願につきましては、平成30年の第１

回定例会で提出され継続審議となっておりますの

で、こちらについて議論をしていただきたいという

ふうに思います。 

 まず、請願第23号2019年度地方財政の充実・強化

を求める意見書提出についての請願についてであり

ます。 

○川原田英世委員 地方財政の充実・強化を求める

ということで、たしか前回、継続ということになっ

た背景に、国の財政も非常に危うい中で、地方が声

を上げて一方的に上げるのはどうかというようなお

話もあったところでありますけれども、国は国、地

方は地方ですので、地域としてこれから先の地方の

財政は危うい、どうしていくのかこれから検討をさ

らに深めていかなくてはならないという中では、こ

の請願については、一地域網走市としてしっかりと

示していくべきものだと思いますので、この請願は

出すべきだと考えます。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○松浦敏司委員 請願の内容については、理解する

ところです。 

 ただ具体的な記の部分で、例えば、記の１のとこ

ろで、消費税の引き上げが来年2019年の10月からと

いうことで、これを充てるというふうになっており

ます。 

 この部分については、私どもは、消費税を10％に

すべきでないというふうな考えがあるものですか

ら、できればこの部分は、「また、」のところから

削除していただければというふうに思います。 

 あとは７のところで、ここでも消費税に関する部

分があるので、「同時に、」からの部分を削除して

いただければ、これは採択してよろしいというふう

に思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 前回も言いましたけれども、趣旨

は理解しているところなのですが、記の３のところ

の「トップランナー方式」の廃止・縮小ということ

で、自治体によっては、「トップランナー方式」に

よって差別的に交付税が受けられないというところ

も現実に確かにあるかと思うのですけれども、やは

り、各自治体は努力をするということで、今回のこ

の「トップランナー方式」というのが導入になった

経緯があるかと思いますので、この廃止・縮小とい

うところがちょっとやはりうちの会派としても引っ

かかるところなので、この「トップランナー方式」

に関してのものがなければということです。 

○金兵智則委員長 １と３を削除…採択の方向では

あるけれどもというかたちでいいですね。 

○永本浩子委員 そうですね、そこがなければいい

と思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○立崎聡一副委員長 私どもの会派も、今、永本委

員がおっしゃったとおり、「トップランナー方式」

というのを廃止・縮小というのが、そこはどうかな

というふうに思います。 

 願意のほうは十二分に理解させていただくところ

なのですけれども、やはり頑張ったところと頑張っ

ていないところの差別化というのは、きちっとして

いただきたいなということがございますので、この

記の３については、全部削除していただければ採択

ということでお願いしたいと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○松浦敏司委員 今の永本委員と、副委員長からの

話にあった部分で、「トップランナー方式」の問題

ですけれども、これは本来、努力したもの努力しな

いものというふうなことを言いますけれども、これ

は本来のいわゆる地方税法からいうと、そういう部

分はあってはならないのです。 

 本来も努力する、しないにかかわらず、財政状況

に応じて、国が地方に対して交付税をするというの

はもうこれは基本なのです。 

 これをゆがめたのが「トップランナー方式」なの



- 5 -  

で、そういう意味で捉えていただくと、そうは簡単

にならないだろうと思いますけれども、そういう問

題だと私は捉えているので、あとは皆さんの判断で

す。 

○立崎聡一副委員長 今、松浦委員のほうからお話

がありましたが、捉え方に関して言えば、それぞれ

捉え方があるのかなというふうに思います。 

 もしここが外れないというのであれば、継続でま

た審査をお願いしたいなというふうに思っておりま

す。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○川原田英世委員 記以降の文書について、それぞ

れ各委員から意見がありました。 

 消費税についての部分の文言、ここはないほうが

いいのではないかということと、「トップランナー

方式」の部分の文言の削除、一部削除ということ

で、そういった形で各委員の皆さんの御同意を得ら

れるのであれば、これは調整した上で、出すべきだ

というふうに思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 なければ、この請願第23号につきましては、皆さ

んの方向は採択というふうに思います。 

 あとは意見書のほうで調整をするという中身だっ

たと思いますので、請願第23号につきましては、全

会一致をもって採択すべきものと決定してよろしい

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

では、採択とさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして、請願第24号2018年

度北海道最低賃金改正等に関する意見書提出につい

ての請願について審議をいたします。 

○川原田英世委員 こちらの最低賃金の関係につい

ても、前回継続となったところでありますが、その

中で議論の部分は、やはり企業の状況も非常に中小

企業は厳しいところがあるという中で、最低賃金を

上げるという議論にならないのではないかというと

ころでしたが、この記の３番を見ていただければわ

かるように、ここに中小企業に対して救える文言も

ありますので、それを踏まえた上で、今後について

も出すべきかと、上げていくべきだというふうに思

います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○松浦敏司委員 私もこの請願については、採択す

べきだと思います。 

 確かに機械的にすると中・小規模企業というのは

大変ですけれども、ここに対する具体的な支援とい

うふうなことをするというのがやはり大事なこと

で、それは記の３の中で、今、川原田委員が言われ

たように書かれているということでありますので、

そういったことも踏まえて、ぜひ採択をしていただ

きたいと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

なければ、請願第24号2018年度北海道最低賃金改

正等に関する意見書提出についての請願につきまし

ては、全会一致をもって採択すべきものと決定して

よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

決定をさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして、次に、陳情の審査

を行います。 

 初めに、陳情第43号及び44号につきましては、６

月14日に当委員会に付託されましたが、陳情者によ

り８月28日付で取下願が提出されておりますので、

委員会といたしまして、陳情第43号、44号につきま

して、取下承認すべきものとしてよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、その件につきましては、取下承認すべ

きものと決定をさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 次に、陳情第48号、49号に移り

ます。 

 この２点につきまして、陳情者の佐藤正隆さんよ

り委員会での説明の申し出がありますので、説明聴

取についてお諮りをいたします。 

 説明聴取することに御異議ございませんでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

御異議がありませんので、佐藤正隆さんから説明

を聴取することに決定をいたしました。 

 なお説明の時間は２件で５分以内とさせていただ

きますので、御了承いただきたいと思います。 

 それでは、請願・陳情説明者席にお着きくださ

い。 

 お願いいたします。 

○佐藤正隆陳情者 本日は、趣旨説明の機会をいた

だきましたことを感謝申し上げます。 
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 また、６月の委員会において賛同いただきました

議員の皆様には、改めてこの場を借りて感謝を申し

上げます。 

 本件では、前回の継続審議の際にいろいろ御指摘

がございましたように、性的尐数者に関する表現、

一般表現について、私のほうでも配慮が足りなかっ

たという部分もございました。 

 そのため本件では、性的尐数者に関する一般表現

はＬＧＢＴsというふうにさせていただきます。 

 さまざまな表現があります。ＬＧＢＴＱ、ＬＧＢ

ＴＱＱ、ＬＧＢＴＱＱＩなどさまざまありますが、

あえて今回は全てそれを包括している一般表現とし

て、ＬＧＢＴsと使わせていただきますことを御了

承いただきたいというふうに思います。 

 我が国では、1994年に文部省が同性愛行為は非行

行為でないということを認識し、同年、厚生省が同

行為は病気ではないということを認定に至りまし

た。 

 2002年には、人権教育啓発に関する基本計画が閣

議決定され、その中で、性的指向に係る問題の解決

に資する施策の検討を行うことが盛り込まれ、性的

指向を理由とした差別禁止の明記に至りました。 

 2003年のいわゆる性同一性障害特別法成立、そし

て翌年からは性的指向に加え、性自認に対する差別

の禁止が明記されるに至りました。 

 ＬＧＢＴの問題は、我が国では人権の問題なので

あります。 

 しかしながら、我が国の諸制度は、ほぼＬＧＢＴ

の方が存在しないという前提で動いているものが多

いのであります。 

 たびたびの申し出があるにもかかわらず、第二次

成長の特徴として、異性への関心の記述を性への関

心というふうにさまざま申しているのですが、この

ような記述にはなっておりません。 

 また、法律婚でなくても内縁のパートナーは、社

会保障の対象になることがありますが、同性のパー

トナーの場合はかかる制度は一切ございません。 

 ともに住居を借りようとするときにも、内縁パー

トナーに比べて困難が伴います。 

 重篤な病にかかったとき、立ち会いや葬儀の立ち

会い、遺産の分割に至るまで極めて不安定な立場に

置かれているのです。 

 また、ＬＧＢＴsの児童生徒は自己肯定感が低い

傾向にあり、その自死率は他に比べて６倍になって

いるという調査もございます。 

 さらに最近もございましたが、公的立場にある方

が、事実誤認や当事者のことを知らないと思われる

心ない発言や寄稿、表現により声を上げられず傷つ

く当事者も多くいるのです。 

 私は、７年前より北海道初のＬＧＢＴ法務取り扱

い行政書士として活動しておりますが、初めて取り

扱いをした案件が、同性愛者間のストーカー案件で

した。友人の知り合いが困っているということで、

私が対応いたしました。 

 彼は誰にも話せなかった。誰にも相談できる人が

いなかった。相談したのだけれども自業自得だと、

このようなことまで心ない言葉を掛けられたそうで

す。私はこの案件に対して誠実に対応し、無事に解

決に至りました。 

 今でも、このような状況は変わっていないのでは

ないかというふうに思われます。 

 前回も申し上げましたが、ＬＧＢＴsの諸権利を

認めることは、尐子高齢化社会に逆行するという意

見が確かにございます。 

 これはむしろ、多様な家族制度を認めることが、

人口増加につながるというふうに私は回答したいと

思います。 

 その例として、先進国でただ唯一人口減尐から人

口増加に転じたフランスを上げたいと思います。 

 フランスはカトリックの影響が強く、戦後長い

間、妻の無能力ということがずっと言われていまし

た。それは、「国に二王なし、天に二日なし」とい

う考え方で、主は１人だけ男性だけという考え方に

基づいた民法体系でございました。 

 ところが、人口減尐に至って、フランスはより多

様な家族制度へ大胆な政策変換を行いました。 

 それによって、先進国で唯一人口増加に転じたと

いうことでございます。 

 多様な家族が認められるということは、より人口

増加につながるという実証例であると思われます。 

 ６月議会において、さらに10のＬＧＢＴsに関す

る自治体の請願・陳情が採択されました。 

 前回26の自治体に出したのですが、その中で、最

も紹介議員が多かった会派は、どこだったのかとい

うことをちょっと調べましたら、一番会派が多かっ

たのは公明党さんの会派でした。 

 ほかの議会に関しても、非常に陳情や相談などは

会派を超えて、党派を超えて、さまざまな議員さん

のおかげでもって、10の自治体がこのような決議に

至ったわけであります。 
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 最後に、地方創生の時代、地方の時代と言われて

久しいのですが、地方のＬＧＢＴs当事者団体が、

「故郷を帰れるまちにしたい」とスローガンを上げ

ていると。こういうこと自体が、実は、まだ自分が

愛しているまちで暮らしたいという思いがかなえら

れていないということをあらわしているのではない

でしょうか。 

 本件が採択されることになれば、５万人以下の地

方自治体では、埼玉県毛呂山町に続いて全国２例目

となります。 

 多くの小さな地方で暮らす当事者の皆さんのため

にも、そして網走市に暮らす声を上げられない

1,000人以上の当事者の皆さんのためにも、いち早

く御採択賜りますよう心よりお願い申し上げたく存

じます。 

 きょうはありがとうございました。 

○金兵智則委員長 それでは、佐藤正隆さんは傍聴

席にお戻りください。 

 それでは、この２件について審議を行います。 

 内容が同じではありますが、提出先が違いますの

で、一つずついきたいと思います。 

 陳情第48号性的尐数者（ＬＧＢＴs)へ憲法13条に

基づき立法・行政で最大の尊重を求める陳情につい

て審議を行います。 

○川原田英世委員 今、佐藤正隆陳情者からいろい

ろお話がありましたとおり、ここに記されているこ

と求められていること、これは当然のことだという

ふうに思いますし、憲法が保障する国民の権利等を

踏まえて、これが内包されているというふうにも思

いますので、これは陳情として、しっかりと声を上

げていくべきだというふうに思いますし、認めない

というような言葉が、国会でも生産性がないだと

か、そういったことが報道にのったような国会議員

もいましたけれども、認識はそれぞれあるとして

も、それは法律でしっかりと人の心と権利を保障し

ていくということが法治国家日本として当たり前の

ことですし、そういったことを踏まえて、憲法にの

っとってしっかりと行動していくべきだと、対処し

ていくべきだと思います。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○松浦敏司委員 性的尐数者の関係では、やはり近

年ですよね。やっと認知されて、世界的にも認知さ

れてきたと。 

 ただそれまでは、なかなかこの全文の中にありま

すように、相談できない、表に出せない、いわゆる

そういう差別がずっとされてきたという歴史があっ

て、そういう中でやっと最近、そのことが認められ

るようになったということで、非常にそういう意味

では、いい流れになってきているのだというふうに

思います。 

 当市においても、やはり、こういう今回の陳情に

ついては、非常に重要なことだと思いますし、よ

り、いわゆる人権問題として捉えて、これは採択す

べきものだというふうに思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 前回、ＬＧＢＴの中にＱという新

しい概念が出てきたということで、もう尐しそうい

ったところの捉え方も配慮して、尐し時間をかけた

ほうがいいのではないかということで言わせていた

だきました。 

 決して人権問題として捉えていないわけでもない

し、こういった捉え方をきちんと社会の中に定着さ

せていくことは、もちろん大賛成の上の話でしたの

で、今回、Ｓという一文字を入れてくださったとい

うことでその思いを酌んでくれたのだと思います。 

 国に対するこの陳情に関しては、採択したいと思

います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○古都宣裕委員 ＬＧＢＴに関しては世界などで

も、タイなどでは性区分が十何種類もあり、そうい

った部分を見ても、当然の流れではないかなと思い

ますし、また、願意等を見ても何かをしてほしいで

はなく認めてほしいという当たり前の権利を主張し

ていることなので、これはもうぜひ採択すべきこと

ではないかなと思います。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 なければ、陳情第48号性的尐数者（ＬＧＢＴs）

へ憲法13条に基づいて立法・行政で最大の尊重を求

める陳情につきましては、全会一致をもって採択す

べきものと決定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

決定をさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして、陳情第49号性的尐

数者（ＬＧＢＴs）へ憲法13条に基づいて立法・行

政で最大の尊重を求める陳情について、審議を行い

ます。 

○松浦敏司委員 前回も私は賛同したわけですけれ



- 8 -  

ども、札幌では、ここにも記の中でも書いています

ように、パートナーシップ認証制度というのも導入

しているというようなことで、ＬＧＢＴsへの理解

が進んでいるということだと思いますので、当市に

おいても、それはそういう方向に進むべきだという

ふうに思いますので、採択すべきだと考えます。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○立崎聡一副委員長 49号については継続でお願い

したいなというふうに思います。 

 確かに、道内でも札幌などの大都市では導入され

ているようであります。 

 それから先ほど陳情者のほうから御説明もありま

した５万人以下の都市では、当市が手を挙げれば２

番目ということにはなっておりますが、まだまだ国

にやっと請願のほうも上げていく段階で、今回は、

まだもうちょっと様子を見ながら取り組んでいくべ

きではないかというふうに思いますので、継続でお

願いしたいと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 今回、市に対するこのＬＧＢＴs

の陳情なのですけれども、先ほど言いましたとお

り、趣旨としては全く賛同している段階ではあるの

ですけれども、会派の中でもいろいろと他の自治体

がどうなっているのか、手の届く範囲で調べさせて

いただいて、やはり一般質問で初めてこういった問

題が取り上げられて、市の広報誌に初めてＬＧＢＴ

に関する内容の紹介がやっとでた市もあれば、市長

とＬＧＢＴの団体の責任者で話し合いが持たれたと

いうところも道内でもあるようで、尐しずつ各自治

体で動きが出ているのではないかということでし

た。 

 そしてまた、網走市内においては、多分、声があ

っても出せないということなのだと思うのですけれ

ども、男女共同参画事業のほうにも、また福祉課の

ほうにもそういった声や問い合わせ、こうゆうふう

にしてもらいたいという要望等は、まだ届いていな

いということもわかりました。 

 一応会派としての意見なのですけれども、趣旨に

ついては賛同なのですが、この記の下の具体的な内

容がちょっと網走市としては、まだまだこのＬＧＢ

Ｔに対する認識ができていない段階で、尐しハード

ルが高いかなという意見がありまして、この記の部

分がなければ採択できるという結論になりました。 

○古都宣裕委員 これも基本的には48号と一緒で、

採択すべきものであると考えております。 

 また内容についても、記の中でも、制度を導入し

てほしいですとか、基本的には大きく予算をかけた

何かをしてほしいではなく、自分たちのことを認め

てほしい、そういった配慮をしてほしいということ

が中心となっていますので、多様性を認める社会、

そして、網走市も広く認める意味でも、こういった

ことを認めていくことが大切だと思うので、議会と

してもしっかりと声を上げていくことが大切ではな

いかなと思います。 

 なので採択でお願いします。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○川原田英世委員 継続という意見もあれば、記の

部分から下の全てを消してというような意見もあっ

たところなのですが、自治体において、これが拙速

であるというような意見があったのかなというふう

に思うのですが、まずそこについては、全く違うの

だろうと、進めていく必要があるのだろうと思いま

す。その上でさっき古都委員が言ったような、認め

てほしいというそういった思いに対して、議会とし

てどういうふうに考えるのかというところにあるの

ではないかなと思います。 

 １から８とありますけれども、この中で、調整が

つくのであれば、出す方向で尐し文言修正、消す文

を消すなどしてでも上げられる方向性がないのか、

模索する必要があるのではないのかなと思うのです

が、その点で御意見があればと思います。 

○立崎聡一副委員長 願意についてはよくわかると

ころなのですけれども、やはりうちとしては継続で

いっていただきたいなというふうに思います。 

 拙速かどうかというのは、ちょっとお答えづらい

ところもあります。どの程度、拙速という言葉にな

るのかどうかというのは、ちょっとわからないので

すが、まだまだ、もうちょっといろいろときちっと

研修していくなり何なり、必要だなというふうに私

どもは思っておりますので、その記の下の部分がど

うこうという話は考えていないのですけれども、と

りあえず今回は継続でお願いしたいなというふうに

思います。 

○松浦敏司委員 若干、議員間討論といいますか、

したいと思うのですが、いいですか。 

 先ほど古都委員も言われましたように、ここで直

ちにどうこうしろということではないのですよね。 

 一つは、パートナーシップ認証制度を導入するこ

とを求めていると。それから、ほかの記のところで

も今すぐどうこうしろということではなくて、認め
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てほしい、配慮してほしい、こういうことを言って

いるわけで、これを市に対して議会として、そうい

う陳情を受けて、議会として市としてもそういう方

向で考えてほしいと、こういう意味ですからね。 

 その辺を捉えれば、48号で合意できたのであれ

ば、この分についても全く問題ないのではないかと

私などは思うわけです。縛るものではないですから

ね。このことをぜひわかってほしいという意味です

から、そういう点で継続ではなく、何とか同意でき

ないのかなというふうに思うところです。いかがで

すか。 

○立崎聡一副委員長 まず、国のほうでしっかりと

した体制が整っていないうちに、当市において導入

するというのは、いかがなものなのかというのがあ

ります。 

 お願いというか、古都委員が言った、認めてほし

いという話なのですけれども、認めてほしいという

のは、もちろん認めてあげなければいけないのだろ

うなというふうに思いますけれども、ただ、行政の

対応としてそこを一概にぽんとやってしまうという

わけにはなかなかならないのだろうなと思うので

す。議会のほうからもそのことをお願いしなければ

いけないというのは、議会の全員の総意というのが

必要だと思いますので、うちとしてはやはり継続で

お願いしたいというふうに思います。 

○松浦敏司委員 先ほど私も言いましたけれども、

行政に対して今すぐどうこうしろということは求め

ていないのですよ。 

 だから、こういう思い、そういう方向で認めてほ

しいとか、配慮してほしいと、こういうことを言っ

ているわけで、これを採択したからといって、自治

体が今すぐどうこうしなければならないというもの

ではなくて、これを参考にして市として今後どう進

めていくかというのは、これまた行政が判断するこ

とだというふうに思うのです。 

 だからこれによって、今すぐ行政に求めるという

ものではないということなので、その辺の願意を受

けとめれば、採択で全く問題ないのだろうというふ

うに思うのですが、いかがですか。 

○立崎聡一副委員長 今すぐというお話がありまし

たけれども、今すぐという話ではないというふうに

はおっしゃっていますが、そこはちょっと違う、違

うというか、僕らの捉え方とやはりちょっと違うの

かなという気がいたします。 

 その辺も酌んでいただきまして、私どもは継続で

いきたいというふうに思います。 

○古都宣裕委員 先ほど私どものほうの話もしまし

たけれども、こちら記の中の願意もしっかりと読む

と、厚生労働省のガイドラインに基づき、現行制度

範囲内でということで、何かを変えてまでやってほ

しいということではなく、今できることの中で認め

られる範囲を認めてほしいということを願意として

おっしゃっている中で、それを地方自治体として国

にはこうしてほしい、でも私たちは国が動くまで動

きませんよというのは、ちょっと違うのではないか

なと思います。 

 私たちもできる範囲のことから取り組んでいくこ

とも必要ではあると思いますし、その中でも網走市

として、これはちゃんと採択した上で取り組むべき

声を上げていくのも議会として必要ではないかなと

思いますが、いかがでしょうか。 

○永本浩子委員 いろいろと今御意見が出ていると

ころで、議員間でもこれだけＬＧＢＴに対する捉え

方というのが違うのだなということを感じていると

ころなのですが、認めてもらいたいという、もちろ

んそれが一番大事なことで、そのためにはやはり市

民の皆さんのこのＬＧＢＴの方々への理解というの

がやはり大事になってくるのではないかと思うので

すね。 

 我が会派としては、市民の皆さんへの理解という

ものをまず先に持ってきて、その上でこの記に記さ

れているような具体的なものを、次の段階として持

っていくことが一番いい流れになるのではないかな

ということで、今回は、具体的なものというのでは

なく、このＬＧＢＴの方たちが本当にふるさとを帰

れるまちにしたいというそういう思いをかなえられ

るような、市民の理解を深める方向にしてもらいた

いということで、まず第１弾ということでやっては

どうかということだったのです。 

 その次の段階として、札幌市がやっているような

こういうパートナーシップ認証制度を導入するだと

か、いろいろな具体的なことが、次の段階でできた

ほうが、ＬＧＢＴの方たちに対しても自分が暮らす

周りの方たちの理解を得られるということが一番住

みやすいまちにすることではないかなということ

で、一遍にこの具体的なことも出したほうがいいの

か、それともちょっと段階を経てなのかという違い

なのだと思うのですけれども、うちの会派として

は、まだまだ網走市においては、理解度が進んでい

ないのが現状なのではないかということで、まず理
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解を深める方向性ということで言わせていただきま

した。 

○松浦敏司委員 今、永本委員の話だと、網走市の

理解度はまだ低い状況だというようなことから、ま

だ早いのではないかという意味なのだろうと思うの

ですが、だからこそ、市民から上がってきているこ

の陳情について、こういう陳情については議会とし

てもぜひ理解をし、市としてもそういう方向を進ん

でほしいという思い、市のおくれた部分を推進する

ためにも議会として示すのが、この陳情の取り扱い

ではないかと私は思うのです。 

 そういうふうに考えれば、全く採択することには

問題がないのだろうというふうに思うのですが、い

かがですか。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○川原田英世委員 なかなか同意が得られないとい

うところで、ただこれは市民から上がってきている

一つの陳情として議会として先延ばしにして継続す

るということよりも、先ほど皆さん願意は非常によ

くわかるということでしたので、どのようにして市

民の周知も含めてしていくのかというところで、一

つ提案というか、ちょっと内容が変わってしまって

あれなのですけれども、記の１番に「導入するこ

と」とありますが、この将来性をちょっと考えた上

で、導入に向けて研究していくだとか、そういった

文言に置きかえた上で、上げていくということはい

かがなのかなと思うのですが、各委員の皆さんの意

見もいただければと思います。 

○松浦敏司委員 ここでも言っているように導入す

ることというけれど、直ちに導入しろということで

はないのですよね。 

 そういう方向でやってほしいということなので、

陳情者がそれでも文言をそうしてもいいというよう

なことであればいいと思うのですが、今すぐやれと

いうことではないのだろうと私は捉えているところ

です。 

○立崎聡一副委員長 今すぐやれという話、先ほど

からずっとされているのですけれども、何でしょ

う、そこは認識の違いだというか、考え方の違いに

なるのではないかなと思うのですよ。 

 言葉を読めばそういうふうになっていますけれど

も、実際、どうなのかということを考えたときに、

そこはやはりここまで来たのであれば、直ちにやっ

ていただきたいというのは感情だと思います。それ

はもちろんそうだと思うのですよ。 

 ただ、そこに踏み切るにはいかがなものかという

ことを私は言いたいところであって、ですからそこ

は継続でお願いしたいなというところなのです。 

○金兵智則委員長 暫時休憩します。 

             午前10時51分休憩 

               午前10時52分再開 

○金兵智則委員長 それでは、再開いたします。 

 他に何かございますか。 

 なければ、陳情第49号につきましては、意見の一

致を見なかったため、閉会中継続審査とすることを

報告することに決定したいと思いますが、よろしい

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

では、そのようにさせていただきます。 

 

○金兵智則委員長 続きまして陳情第50号、林業・

木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を

求める意見書提出についての陳情について審議をい

たします。 

○川原田英世委員 これは毎回と言ったらあれです

けれども、毎年上げさせていただいている内容とほ

ぼ同じ内容になってくるなというふうに思いますけ

れども、重要な課題だというふうに思いますので、

これはぜひ採択すべきだというふうに思います。 

○松浦敏司委員 まさしく、ここの前文の中で言わ

れているように、本道の森林は、全国の森林面積の

４分の１を占めているというようなことで、「植え

て育てて、切って使って、また植える」というよう

なことで、非常に重要なことだというふうに思いま

すので、採択すべきだと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 うちの会派としましても、この林

業に関してはしっかりと支援していくべきだと思い

ますので、採択でお願いしたいと思います。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 なければ、陳情第50号林業・木材産業の成長産業

化に向けた施策の充実・強化を求める意見書につき

ましては、全会一致をもって採択すべきものと決定

してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 

○金兵智則委員長 意見書（案）の印刷・配付を行

いたいのですが、よろしいでしょうか。 

 その間に、その他、委員・理事者から何かござい

ますか。 
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○松浦敏司委員 ９月６日に、胆振の厚真町で震度

７の大きな地震が起きたということで、それに伴っ

て、結果として、かつて私たちが経験したことのな

い長時間の停電ということで、さまざまな分野で影

響が出ていると思います。私自身も何人かの聞き取

りをして痛感しているところですが、市として現時

点でわかる範囲内で停電での状況について、報告し

ていただければありがたいと思います。 

○金兵智則委員長 答えは大丈夫ですか。 

○岩永雅浩企画総部部長 資料を配りたいと思いま

すので、休憩をお願いします。 

○金兵智則委員長 一旦、休憩します。 

             午前10時56分休憩 

             午前10時57分再開 

○金兵智則委員長 再開します。 

○岩永雅浩企画総部部長 それでは北海道胆振東部

地震に伴う停電の概要について、御説明させていた

だきたいと思います。 

 災害の概要につきましては記載のとおりでござい

まして、９月６日の午前３時７分に大規模な地震が

発生をし、全道で停電が発生をいたしました。 

 これに対する網走市の対応状況でございますが、

９月６日の午前６時15分に災害対策本部を設置し、

午前６時30分には、広報車により市内20区域に分け

て停電の周知、それから、フェイスブックとツイッ

ターによる情報発信を行っています。 

 また、午前７時45分、８時30分には向陽ヶ丘とつ

くしケ丘の地域で給水活動を開始しています。 

 これについては、高層階を持つ住宅への対応とい

うことでございます。ポンプで汲み上がらないとい

うことです。 

 それから午前８時30分からは、モバイル機器の充

電提供ということで、市内３カ所に発電機を設置い

たしました。 

 また、夕方には10カ所で避難所を開設し、さら

に、給水、モバイルの機器充電の対応を開始いたし

ました。 

 ９月６日時点での避難者は下に表がありますが、

潮見コミセン、駒場住民センター、向陽ヶ丘住民セ

ンターでは地域の方、そして西コミセン、それから

エコーセンターについては観光客を含む方たちの避

難がございました。 

 次に、９月７日ですが、通電が確認できた地域の

避難所の状況確認をしながら、それぞれ避難所の閉

鎖を進めてまいりました。 

 最終的な避難所の閉鎖は、９月８日午前10時のエ

コーセンターの閉鎖でございます。 

 この閉鎖をもって全ての避難所については閉鎖を

いたしました。 

 ９月７日につきましては西コミセン、それからエ

コーセンターいずれも、観光客の避難ということに

なっております。 

 以上です。 

 また、今後各部において、今回の対応についての

反省評価を含めて、状況の把握などを進めていく予

定でおります。 

 以上です。 

○松浦敏司委員 本当に市職員の皆さんには不眠不

休の活動で大変だったというふうに思いますが、た

だやはり、私は若干聞いているのですが、ホテルや

あるいは商店、いわゆる冷凍食品などを扱っている

ところでは、相当な被害が出ているのではないかと

思います。 

 アイスなど無料で配ったりしたスーパーもあると

いうふうにも聞いていますけれども、さまざまなこ

とが起きていると思います。 

 運送業の関係でも、電源がとまったために冷凍物

が解けてしまうようなこともあったというふうにも

聞いていて、そういう点では、市としてもこの実態

を把握する必要があるのではないかと思います。 

 今後、このようなことがあってはならないですけ

れど、大体この近代の中で１カ所の地震で全道が停

電するというようなことが、初めての例というわけ

ですから、北電の今後の対応をしっかり求めたいと

いうふうに思いますが、全市的な状況を調査する必

要があるのではないかと思うのですが、その辺はい

かがでしょうか。 

○岩永雅浩企画総部部長 全市的な状況について

は、調査はすでに進めていますけれども、取りまと

めについてはもう尐し時間をいただきたいというふ

うに考えています。 

 この３日間の対応の中では、市で対応できない、

事業者さんに対応していただかなければできないこ

とも見出されていますので、それについてはしっか

り伝えたいというふうに思います。 

○金兵智則委員長 よろしいでしょうか。 

 この件につきましては、委員会として所管事務調

査ということで改めて全てまとまった後にでも、も

う一度、こういうふうにやりたいと思いますがいか

がでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

では、そのようにさせていただきます。 

 この件につきましては、これで終わらせていただ

きます。 

 

○金兵智則委員長 意見書（案）についてでありま

す。 

 皆様のお手元に配られているかと思いますので、

御確認をいただければと思います。 

 2019年度地方財政の充実・強化を求める意見書

（案）につきましては、種々意見をいただいたもの

を踏まえて、訂正をさせていただいたものをお配り

しているはずです。いかがでしょうか。 

〔「確認しました」と呼ぶ者あり〕 

よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

よければ、意見書（案）につきましては、委員長

名により委員会として意見書（案）を本会議に上程

することに決定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

また、意見書（案）の提出先は地方自治法第99条

の規定に基づき、国会及び関係行政庁に提出するこ

とに決定してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、そのようにさせていただきます。 

 委員、理事者から他に何かございますか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

なければ、理事者退出のため暫時休憩いたしま

す。 

             午前11時03分休憩 

               午前11時03分再開 

○金兵智則委員長 再開します。 

 秋季視察調査の実施についてであります。まずは

秋季視察調査を例年行っております。 

 昨年度につきましては、悪天候により中止という

ことにさせていただいた経緯がございますが、まず

秋季調査を行うか行わないかを、お諮りしたいと思

いますがいかがでしょうか。 

○松浦敏司委員 行うべきだと思います。 

○永本浩子委員 バイオマスなど視察したいので、

ぜひお願いします。 

○金兵智則委員長 それでは、秋季視察を行うとい

うことに決定させていただいてよろしいでしょう

か。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

では、決定させていただきます。 

 その際、委員外議員の参加を認める方向でよろし

かったでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それでは認めるということにさせていただきま

す。 

 視察を行うと決まりましたので、視察先・視察日

程につきましては、今バイオマスという意見がござ

いましたが、他に何かございますか。 

○松浦敏司委員 できればサケの水揚げの状況とい

うのも見たほうがいいのではないかと思います。 

○金兵智則委員長 松浦委員から意見をいただきま

したが、ちょっと状況が変わってきておりまして、

もろもろを踏まえて、日程・場所につきましては、

正・副一任ということにさせていただいてよろしか

ったですか。 

 日程につきまして、何か御意見ございますか。 

○渡部眞美委員 松浦委員と永本委員の希望も含め

て、それから、今後、この状況になって議会の日程

等もいろいろあると思いますので、そこを含めた中

で、相手先もありますので委員長・副委員長に一任

をしたいと思います。 

○金兵智則委員長 では、そのようにさせていただ

きます。決定し次第ご報告させていただきます。 

 その他、委員の皆さんから何かございますか。 

〔「大丈夫です」と呼ぶ者あり〕 

なければ、これをもちまして総務経済委員会を終

了いたします。 

 お疲れさまでした。 

午前11時08分閉会 

 


